
















































































性」を Verstand と訳し（§. 637）、知性を説明する「理解」も das 




















































a das Vermögen der Aufmercksamkeit, oder auf etwas zu achten. b der 




























a die Erweiterung, Verbreitung oder Ausdehnung. b die Anstrengung. 

































a das Verstehn oder Verständnis einer Sache . b verständlich , 












a an sich selbst unverständlich und unbegreiflich. b diesem oder jenem 





































































a der Gebrauch des Verstandes. b ein Kind. c einfältig in schlechter 








識する下位能力（§. 572, 279）。これは感性的鋭敏さである（§. 575）。
3）感性的記憶力（§. 579, 306）。4）創作する能力（§. 589）。5）判定
する能力（§. 606, 94）。これは感性的判断力（§. 607）と感官による




a die Vernunft. b das der Vernunft änliche.
§. 641
事物の同一性と差異性を判明に洞察する能力（§. 572, 5798） 、すな
わち知性的な資質と鋭敏さ（§. 575）。知性的記憶力あるいは《人格性》










が A のなかに或るもの10）C を明瞭に認識し、なぜその或るものが B の
なかに明瞭に認識されるべきであるかを、その或るものから明瞭に認識









































a Vernunft-Schlüsse; Beweise des Verstandes. b eine gesunde. c eine 
verderbte Vernunft. d die Vernunft vor ihren wahren Gegenstand gesezt. 
























a Kopf, Gemüths Faehigkeit. b munter. c langsam. d Wird aufgeweckt. 
e Wird stumpf, eingeschlaefer t.  f Witzig, schar fsinnig, von gutem 






























力は身体によって限定される仕方で働く（cf. §. 509, 512）。
2 ）　Ueberlegung は、第四版では Ueberlegnng となっているが、これはたん
なる誤植であろう。
3 ）　この参照指示は、第一版では §. 628 となっている。
4 ）　§. 559 の定義より、「覆い隠す」は「不明にする」という意味だと理解
できる。Gawlick と Kreimendahl による独訳は、続く箇所で参照指示がな
される §. 7 に contradictionem involvere「矛盾を含む」という用例がある
ため、本項の involvere も「矛盾を」という目的語を補って読んでいる。







（§. 662）または「感性的認識そのものの完全性」（AE §. 14）と定義され
る。美が現象として感性的にのみ捉えられるものであるかぎり、この完全







7 ）　この参照指示は、第一版では §. 222 になっている。




もいくつかの用例を確認することができ（e.g. §. 756, 783）、例えば §. 
782 では死後の魂が保持する性質の一つとして、霊性（spiritualitas）と自
由（libertas）と並ぶ「人性」の意で用いられる。
10）　「或るもの（aliquid）」とは、矛盾律に抵触しないもの（cf. MT §. 7）、




の訳注 9 を参照のこと。存在論では ratio が客観的対象としての「根拠」
の意味で用いられるが、経験的心理学では同じ語が、根拠と帰結の連結を
判明に認識する能力である「理性」の意味でも用いられる。
12）　この参照指示は、第二版での追加である。
